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１

み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
支
は
申
で
す
。
で

は
、
前
回
の
申
年
を
覚
え
て

い
ま
す
か
。
12
年
前
の
平
成

16
年
は
、
今
年
の
漢
字
（
当

時
）
が｢

災｣

で
あ
っ
た
よ
う

に
、
中
越
地
震
や
新
潟
・
福

島
豪
雨
等
の
自
然
災
害
が
多

発
し
た
年
で
し
た
。
高
松
市

内
で
も
、
台
風
16
号
に
よ
る

高
潮
で
、
床
上
・
床
下
併
せ

て
約
一
万
五
千
世
帯
が
浸
水

と
い
う
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

当
事
務
所
で
は
、
高
松
港
海

岸
の
保
全
施
設
整
備
事
業
に

お
い
て
、
事
業
途
中
段
階
で

設
計
条
件
を
変
更
し
、
上
述

の
高
潮
に
対
し
て
も
防
護
可

能
な
構
造
と
し
ま
し
た
。
平

成
22
年
度
に
整
備
完
了
し
た

後
、
過
去
の
浸
水
被
害
潮
位

と
同
等
の
高
潮
が
数
回
発
生

し
ま
し
た
が
、
背
後
地
域
の

浸
水
被
害
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
と
数

年
事
業
進
捗
が
早
け
れ
ば
、

12
年
前
の
浸
水
も
軽
減
で
き

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
12
年
前
の
自
身
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
留
学
中

で
パ
リ
に
滞
在
中
で
、
フ
ラ

ン
ス
語
（
以
下
、
仏
語
）
の

習
得
に
苦
労
し
て
ま
し
た
。

や
っ
と
意
思
疎
通
が
で
き
た

こ
ろ
に
帰
国
と
な
り
、
そ
れ

以
来
仏
語
と
は
無
縁
で
、
も

は
や
挨
拶
し
か
で
き
な
い
状

態
で
す
。
帰
国
後
、
も
う
少

し
真
面
目
に
仏
語
を
学
習
す

れ
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
す
る

次
第
で
す
。

年
初
め
か
ら
過
去
の
話
ば

か
り
で
恐
縮
で
す
が
、
こ
こ

で
述
べ
た
い
の
は
、
私
た
ち

は
、
過
去
の
事
を
よ
く
学
ぶ

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

過
去
を
変
え
る
こ
と
、
未
来

へ
行
く
こ
と
も
は
誰
も
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
過
去
に

学
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
未
来
を

想
像
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

こ
の
世
の
中
、
そ
し
て
自

ら
の
人
生
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
に
は
、
漫
然
と
で
は
な

く
、
過
去
に
学
び
つ
つ
、
未

来
を
見
据
え
な
が
ら
、
今
こ

の
瞬
間
を
精
一
杯
生
き
る
事

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
そ
れ

は
、
こ
の
平
成
28
年
を
生
き

る
私
た
ち
が
、
先
人
と
次
世

代
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
責

務
で
す
。
新
年
を
迎
え
、
改

め
て
そ
う
感
じ
る
次
第
で
す
。

私
も
手
始
め
に
仏
語
の
学
習

を
再
開
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●高松港保安対策総合訓練 ●瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会
担当者会 開催

●高松空港ルーフ（屋根）等工事 ●高松空港滑走路改良工事

●練習船「海王丸」がやってきました ●安全パトロールに参加

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

廣
松

新

新
春
に
12
年
前
を
振
り
返
る



平
成
27
年
11
月
16
日
（
月
）
高
松
港
朝
日
地

区(
-

12
ｍ)
岸
壁
に
お
い
て
、
高
松
港
保
安
対
策

総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
を

契
機
と
し
た
改
正
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
に
基
づ
き

施
行
さ
れ
た
「
国
際
船
舶
・
港
湾
保
安
法
（
略

称
）
」
に
よ
り
訓
練
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

今
回
で
９
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
高
松
港
保
安
委
員
会
及
び
高

松
港
危
機
管
理
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
香
川
県(

高
松
港
港
湾
管
理
者)
、
高

松
海
上
保
安
部
を
始
め
と
し
た
関
係
各
機
関
と

の
連
携
を
深
め
有
事
の
際
の
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

訓
練
内
容
は
、
事
前
の
保
安
レ
ベ
ル
引
き
上

げ
訓
練
に
始
ま
り
、
関
係
機
関
へ
の
情
報
伝
達

訓
練
、
現
地
に
お
い
て
は
、
船
艇
５
隻
、
航
空

機
１
機
、
車
両
11
台
、
人
員
約
１
２
０
名
の
参

加
に
よ
り
実
働
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
動
訓
練
で
は
、
不
審
者
が
係
留
中
の
外
国

船
に
逃
げ
込
ん
だ
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
外

国
船
の
立
入
検
査
、
避
難
誘
導
、
不
審
ボ
ー
ト

の
追
跡
、
負
傷
者
救
助
、
船
舶
の
消
火
、
テ
ロ

リ
ス
ト
の
検
挙
、
爆
発
物
の
処
理
等
、
と
多
数

の
関
係
機
関
が
連
携
し
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を

遂
行
し
ま
し
た
。

訓
練
の
３
日
前
に
は
パ
リ
で
同
時
多
発
テ
ロ

が
発
生
し
、
世
界
中
が
テ
ロ
に
対
す
る
警
戒
を

深
め
る
中
で
の
訓
練
と
な
り
緊
迫
感
に
満
ち
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
港
湾
保
安
調
査
官

上
島
）

撮影：平成24年3月

岡山県

香川県

坂出港

高見島

浚渫工事位置図

高
松
港
保
安
対
策
総
合
訓
練

瀬
戸
内
・海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
協
議
会
担
当
者
会

開
催

平
成
27
年
11
月
12
日(

木)

～
13
日
（
金
）
の
２
日
間
、

香
川
県
東
か
が
わ
市
に
お
い

て
、
瀬
戸
内
・
海
の
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
担
当

者
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
瀬
戸
内
地
域

の
更
な
る
振
興
と
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
３

年
５
月
に
設
立
さ
れ
、
瀬
戸

内
海
沿
岸
市
町
村
、
府
県
及

び
国
の
約
１
３
０
団
体
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当

者
会
当
日
は
約
１
０
０
名
が

参
加
し
、
今
年
度
の
活
動
報

告
や
来
年
度
の
総
会
提
案
事

項
に
向
け
た
活
動
方
針
等
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
13
日
に
行
わ
れ
た

現
地
視
察
で
は
、
風
待
ち
の

港
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
栄

え
、
現
在
も
当
時
の
面
影
が

残
る
建
物
や
町
並
み
の
視
察

を
行
い
、
東
か
が
わ
市
担
当

者
よ
り
、
東
か
が
わ
市
の
魅

力
を
説
明
し
ま
し
た
。

(

企
画
調
整
課

高
木
）

▲ 船舶の消火活動を行う消防隊

▲ 不審ボートを追いかける 巡視艇「ひなぎく」

▲担当者会の様子

▲ 機動隊による爆発物処理

▲現地視察の様子 ▲藤井秀城東かがわ市長による
歓迎挨拶



平
成
27
年
10
月
末
よ
り
、
高
松
空
港
を
利
用
さ
れ
る
方
々
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
両
端
の
歩
道
ル
ー
フ
や
バ
ス

プ
ー
ル
の
ル
ー
フ
及
び
身
障
者
乗
降
場
等
の
設
置
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

す
。平

成
27
年
12
月
25
日
か
ら
は
、
バ
ス
プ
ー
ル
の
ル
ー
フ
、
身
障
者
乗
降

場
が
完
成
し
、
雨
に
濡
れ
ず
に
乗
降
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
、
バ
ス
プ
ー
ル
西
側
の
歩
道
ル
ー
フ
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
、
東
側
の
歩
道
ル
ー
フ
の
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
は
、
空
港
利
用
者
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

（
沿
岸
防
災

田
村
）

高
松
空
港

ル
ー
フ
（屋
根
）等
工
事

当
事
務
所
で
は
高
松
空
港
の
土
木
工
事
を
担

当
し
て
お
り
、
現
在
、
滑
走
路
改
良
工
事
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

改
良
工
事
は
、
舗
装
の
傷
ん
だ
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
を
削
り
取
り
、
新
し
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
打

ち
替
え
る
舗
装
で
い
わ
ば
滑
走
路
の
若
返
り
工

事
で
す
。
高
松
空
港
で
は
、
こ
の
改
良
工
事
を

概
ね
10
年
間
隔
で
行
っ
て
お
り
、
平
成
元
年
の

開
港
後
２
回
目
の
施
工
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
誘
導
路
を
施
工
し
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
滑
走
路
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

改
良
工
事
は
複
数
年
で
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
回
は
滑
走
路
の
東
側
一
部
を
実
施
し
ま
す
。

施
工
は
航
空
機
の
利
用
が
な
い
夜
間
作
業
で

行
っ
て
お
り
、
翌
朝
の
航
空
機
の
利
用
開
始
ま

で
に
終
え
る
必
要
が
あ
り
、
施
工
時
間
の
厳
守

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

夜
間
の
空
港
は
な
か
な
か
の
寒
さ
で
す
が
、

航
空
機
の
安
全
な
運
行
た
め
、
日
々
緊
張
感
を

持
っ
て
施
工
を
し
て
い
ま
す
。

（
保
全
課

秋
山
）

高松空港滑走路改良工事

▲舗設状況

巡視艇

テロリスト

滑走路(2500m×60m)

高 松 空 港

施工範囲

現在、工事中の歩道ルーフ （西側）
平成28年1月末頃完成予定

今後、工事予定の歩道ルーフ （東側）
平成28年3月完成予定

供用中のバスプールルーフ、身障者乗降場

※完成予想パース ※完成予想パース

西 東

▲切削状況



平
成
27
年
11
月
28
日
か
ら
12
月
2
日
に

か
け
て
練
習
船
「
海
王
丸
」
が
高
松
港
玉

藻
地
区
５
万
ト
ン
級
岸
壁
に
入
港
し
ま
し

た
。
練
習
船
「
海
王
丸
」
は
独
立
行
政
法

人
航
海
訓
練
所
が
運
航
す
る
帆
船
で
、
船

員
教
育
訓
練
や
青
少
年
の
た
め
の
海
洋
教

室
、
体
験
航
海
に
利
用
す
る
も
の
と
し
て

１
９
８
９
年
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。

「
海
王
丸
」
は
全
長
が
１
１
０
ｍ
メ
イ
ン

マ
ス
ト
高
が
43.
5
ｍ
に
も
及
ぶ
世
界
最

大
級
の
帆
船
で
、
世
界
中
の
大
型
帆
船
が

帆
走
性
能
を
競
い
あ
う
「
ボ
ス
ト
ン

テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
ト
ロ
フ
ィ
ー
賞
」
を
何
度

も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

港
内
で
は
安
全
の
た
め
大
き
な
帆
を
広

げ
た
姿
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
岸

壁
係
留
時
に
は
多
く
の
方
が
近
く
に
来
て

眺
め
た
り
、
写
真
を
撮
影
さ
れ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

（
港
湾
保
安
調
査
官

上
島
）

練習船 銀河丸 6,185トン

入港 １月29日 10時00分
出港 2月 3日 10時00分

にっぽん丸 22,472トン
入港 3月24日 未定
出港 3月24日 10時00分

にっぽん丸 22,472トン
入港 3月26日 16時00分
出港 3月26日 未定

↑船首像 横笛を吹く女性で「紺青（こんじょう）」と名
付けられています

↑練習船海王丸 夕暮れの屋島をバックに

平
成
27
年
12
月
22
日
、
今
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
高
松
空
港
滑

走
路
改
良
工
事
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

工
事
内
容
は
舗
装
の
打
ち
替
え

作
業
の
為
、
航
空
機
の
運
航
に
支

障
が
無
い
22
時
～
７
時
の
夜
間

に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
中
で

も
作
業
効
率
の
都
合
上
、
気
温
が

低
く
雨
の
少
な
い
冬
場
が
工
事
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
幅
60
ｍ
も
あ
る
滑

走
路
の
た
め
に
、
道
路
工
事
等
で

は
見
る
こ
と
が
な
い
大
型
の
機
械

が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
ド
イ
ツ
製
の
あ
ま
り
数
が
な

い
と
い
う
貴
重
な
機
械
も
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
機
械
を
各
担
当
者

が
自
在
に
操
り
、
連
携
を
と
り
な

が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
て

い
く
様
子
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
作
業
を
さ
れ
る
方
が

機
械
の
半
径
５
ｍ
以
内
に
入
る
と

警
報
が
鳴
る
と
い
う
装
置
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
安
全
面
で
も

十
分
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
総
務
課

藤
井
）

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

↑工事の様子


